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母子分離ストレス (Maternal separation: MS)や，ストレス関連ホルモンである Corticosteroid 




















の侵入回数が母子分離群では多く見られ（それぞれP = 0.41, 0.39），立ち上がりの回数がMS群で




腸内細菌叢については，生理食塩水投与下でBacteroides, Clostridium subcluster XIVa, 
Clostridium cluster XIの割合が母子分離群において多く見られ(それぞれ①群 vs. ③群: 4.6 ± 
1.7 vs. 9.4 ± 2.2%; 16.7 ± 1.5 vs. 23.2 ± 2.4%; 24.3 ± 3.9 vs. 30.0 ± 6.8%)，Bifidobacteriumや
Lactobacillalesの割合は少なかった (それぞれ①群 vs. ③群: 1.4 ± 1.3 vs. 0%; 37.6 ± 3.0 vs. 
26.1 ± 5.0%)．一方CRHの投与下でMS群はBacteroides, Clostridium subcluster XIVa, Clostridium 
cluster XIの割合が高かった(それぞれ②群 vs. ④群: 2.9 ± 1.1 vs. 8.7 ± 0.7%; 19.6 ± 2.8 vs. 
21.5 ± 2.1%; and 24.4 ± 3.9 vs. 34.6 ± 3.3%)が，Lactobacillalesの割合は低く (2群 vs. 4群: 39.0 
± 3.4 vs. 24.0 ± 5.4%)，生理食塩投与群と比べ腸内細菌叢の変化は乏しく、CRH投与による腸内
細菌叢への影響は少ないと考えられた。 
本研究によって，母子分離ストレスによりCRH投与による腸管蠕動促進作用が亢進され，ストレ
スによりCRHに対する反応が過敏となり，その一因としてストレスによって引き起こされた腸内細菌
叢の変化が関わっていることが示された． 
 
